










































































































































2020 年度 学校関係者評価報告書 

 

 学校評価を適切かつ客観性や透明性を高めて行うために、本校と関係の深い学外の方を評価者として

選任するとともに、各委員には、自己点検評価及び学校運営に関連する資料等を配付し、様々な観点から

アドバイスや貴重なご意見等をいただきました。いただいたご意見を、今後の学校運営の改善、教育の質

の向上等に反映させ、一層の教育活動の充実や強化に努めてまいりますので、今後ともご支援、ご協力を

お願い申し上げます。コロナ堝の為、個別にオンライン等で実施、対応。 

2020 年 9月 

学校法人 夕陽丘学院 

大阪国際福祉専門学校 

校 長 上野 貢 

 

〔学校関係者評価委員会〕 

所  属 種  別 

学校法人 西口学園 

西口 英和 
高等学校 理事長・校長 

公益財団法人 尼崎健康医療財団 

上山 伸二 
保健医療機関 健診部 課長 

有限会社 セブンメディカル 

和田 美樹 
心理・医療事務科 卒業生 

株式会社あぷり あぷり八尾太田 

西野 重明 
介護福祉科 卒業生 

 

＜１＞教育理念・目的 

▸教育理念・目標については明確にされており、パンフレットやホームページで周知されていること

を確認できている。特に意見、質問等はなし。 

＜２＞学校運営、＜３＞教育活動と学修成果 

▸コロナ堝で学生募集環境が厳しい中、学院本部や教職員間の情報共有により努め、外部に対しては、

本校での学びの魅力を知らしめる発信力の強化の一環として、ＳＮＳの活用を早急に進める。 

  →パンフレットやホームページ等において、資格・検定の取得率や合格率と就職状況等との関係を

より分かりやすくするように、引き続き検討していく。 

▸退学者の防止方法・改善点の有無について意見があった。 

   →各クラスの担任は、学生本人との個人面談や、問題のある学生については保護者との連携等に

より、退学者数の低減に日々努めている。 

＜４＞学生支援 



▸新型コロナウイルスの影響が大きく、まずは感染対策に教職員一丸となって、最大の対応を願う。 

具体的な対応、状況についても確認される。 

また授業体制の確保についても、「学びの継続」を大変だろうが、遺漏なきよう行って欲しい。 

   →行政機関からの指示･指導により、3 密の回避、消毒や換気の徹底、マスクの着用等の指導・対 

策・対応を続けている。 

    4 月はレポート等による在宅学習で対応するも、5月に入り前述の対策・対応の徹底により対面 

授業のいち早い再開を実現する。学生、外部講師、専任教職員を含め感染、クラスターの防止を 

徹底するための注意を続けている。学生の散発的な罹患は否めないも、クラスターの発生はして 

いない。 

また、実習先が高齢者施設や医療機関の為、実習指導教員と実習先の間で常時連絡を取り合い実 

習を継続している。特に高齢者施設でのクラスターの発生の増加に伴い、実習時期の大きな変更 

も見られる。各担当も多忙を極めているが、全力で対処してくれている。 

 

＜５＞教育環境 

▸施設の整備状況の確認をされる。 

   →経年劣化等により引き続き、補修・修理が必要となるものが出てくる可能性が高い。こまめに点

検し、授業運営で支障をきたさないように注意する。 

＜６＞学生募集、＜７＞財務関係 

▸今年度については、新型コロナウイルスの影響により、学生募集のメインイベントである、オープ 

ンキャンパス等の広報活動を始め、高校内ガイダンス、高校の先生方との情報交換など、事実上全 

く取れない状況に近い、財務関係においても厳しい状況であろうが、次年度に向けての打開策や改善 

策はあるのか？ 

   →4月から通信機器を活用したオンライン［Zoom や LINE］での授業対応の準備も検討してきた、 

そのノウハウを活用し、個別説明をオンラインで実施している。まだまだ手探りの状態ではある 

が、情報処理ご担当の先生のご協力も得ながら進めている。 

＜８＞法令順守、＜９＞地域貢献 

   →特に意見等はなし。 

 

■ 総括意見 



・新型コロナウイルス感染症が、学生募集活動、授業運営等、学校運営全てにおいて影響を受けている。 

今後どうなっていくのか、全く見通せない状況が続いている。教職員はもちろん学生、本校関係者 

一同、感染拡大の防止に努め、学生は安心して学び、教員は授業に専念できる環境の確保に注力し 

続けて欲しい。先ずは、一人ひとりが 3密の回避、消毒、マスクの着用等の対策を徹底、続ける。 

 

  

 

以上 


































































